
 

 

 

 
 
【教育目標】心豊かで、主体性のある児童の育成 ～育てよう夢 伸ばそう個性 伝統を受け継ぐ慶徳の子～ 

            「 考 え る 躾 」 を・・・ 

例えば、算数の問題をまちがえたとき、子どもたちに、「今度から 

まちがわないようにするには、どうすればいいかな？」と聞くと、 

例えば次のような言葉が返ってきます。 

「がんばって、何回も練習する。」「きちんとそろえて、数字を書くようにする。」  

「しっかり、数えるようにする。」 「気をつけてやるようにする。」 

「がんばって」「きちんと」「しっかり」「気をつける」といった精神的な対策ばかり出てきま

す。原因を考えたり、方策を考えたりすることよりも、気持ちをしっかりするという答えが

多く、それまで学習した計算の意味やそのきまりをもとにした考えがなかなか出てきません。 

 しかし、そこでハッとさせられます。 

子どものまわりにいる私たち大人自身が、「がんばって」「きちんと」「しっかり」「まじめ

に・真剣に」「気をつけながら」という言葉かけをいつもしてきたせいかもしれないと。 

 心構えや態度を育て、磨くことはもちろん大切なことです。ただ、精神的な訓話ばかりが

多くなると、論理的に理由や原因を考え、自ら課題を解決するという態度が身に付いていき

ません。「どうしてそうなるのか」「どうすればいいのか」を、それまで身に付けた力を活用

しながら、筋道立てて考える態度を身に付けさせたいと考えています。授業はもちろん、い

ろいろな機会をとらえ、「考える躾」を学年相応にしていきます。 

 

 

■１・２年生「昔語り」 講師 山内アイ子 様  

 

 

 

■３・４年生「人権教室」 講師 人権擁護委員の皆様 

 

 

 

 

■５・６年生「薬物乱用防止教室」 講師 会津喜多方ライオンズクラブの皆様 
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外部講師をお迎えして・・・ 

 

 11/27（水）、語り部の山内アイ子様をお迎えし、子どもたちは「昔語り」

の世界に浸りました。「年神様」「初夢」「豆まき」「豆のはなし」「犬の足」「桃

太郎」の計６つの昔話を聞かせていただきました。子どもたちは、時間を忘れ、 

お話の世界に引き込まれていました。 

 

 11/2０（水）、５名の人権擁護委員においでいただき、人権教室を実施しま

した。「人権」について分かりやすく説明をしていただいたあと、いじめに関

する寸劇や人権の歌、人権クイズなどを通して、人権への理解を深め、友達と

仲良くすること、命を大切にすることなどを学びました。 

 

 11/2８（木）、会津喜多方ライオンズクラブの皆様３名においでいただき、 

薬物乱用防止教室を実施しました。違法薬物の種類や薬物乱用が心身にもたら

す影響について資料をもとに教えていただきました。その依存性の強さゆえ

に、薬物乱用は１回でも「ダメ。ゼッタイ。」であることを学びました。 

 

 


